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道
と
は
、
自
然
発
生
的
に
生
じ
た
人
や

車
が
往
来
す
る
場
所
の
こ
と
を
い
い
、
道

路
は
人
工
的
に
築
造
・
管
理
さ
れ
る
な
ど
、

法
令
で
要
件
が
定
義
さ
れ
た
も
の
を
い

う
。
こ
の
道
路
は
土
地
を
購
入
す
る
時
や

建
物
を
建
て
る
時
に
大
き
く
そ
の
計
画

に
か
か
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
場
合
の

「
道
路
」
と
は
建
築
基
準
法
上
の
道
路
を

指
し
て
お
り
、
同
法
に
基
づ
く
道
路
に
接

面
し
て
い
な
い
場
合
は
建
物
を
建
て
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
建
築
基
準

法
で
は
敷
地
の
接
道
条
件
、
道
路
内
の
建

築
制
限
、
道
路
幅
員
に
よ
る
容
積
率
制
限
、

道
路
斜
線
制
限
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
前
面
道
路
の
種
類
や
幅
員
、
接
道
長

さ
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
敷
地
に
ど
の
よ

う
な
建
物
が
建
て
ら
れ
る
か
制
限
さ
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
敷
地
に
建
物
を
新

築
す
る
時
に
は
、
前
面
道
路
の
公
道
・
私

道
の
別
、
道
路
幅
員
、
舗
装
状
況
、
道
路

境
界
、
道
路
種
類
、
接
道
方
向
、
接
道
長

さ
、
接
道
の
状
況
、
道
路
の
性
格
・
状
況
、

私
道
に
か
か
る
制
限
な
ど
細
か
く
調
査

を
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
建
築
基
準
法
上
の
道
路
の
種
類

（
表
１
参
照
）
に
つ
い
て
、
主
に
法
４
２

条
を
中
心
に
関
連
す
る
ル
ー
ル
な
ど
も

含
め
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 

 

■
法
４
２
条
１
項
１
号
道
路 

 

道
路
法
に
よ
る
道
路
で
国
道
・
都
道
府

県
道
・
市
町
村
道
で
「
公
道
」
（
法
令
上

の
定
義
は
な
く
、
私
道
に
対
す
る
用
語
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
）
と
も
呼
ば
れ
て

い
る
。
道
路
幅
員
は
４
ｍ
以
上
で
、
道
路

の
維
持
管
理
は
行
政
が
行
い
、
建
築
物
を

建
て
る
場
合
に
最
も
安
定
性
の
高
い
道

路
。 

■
法
４
２
条
１
項
２
号
道
路 

 

都
市
計
画
法
、
土
地
区
画
整
理
法
、
旧

住
宅
地
造
成
事
業
に
関
す
る
法
律
、
都
市

再
開
発
法
、
新
都
市
基
盤
整
備
法
、
大
都

市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の

供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
ま

た
は
密
集
市
街
地
整
備
法
等
に
よ
り
、
築

造
さ
れ
た
道
路
。
一
般
的
に
は
都
市
計
画

道
路
や
区
画
整
理
に
よ
る
道
路
、
開
発
道

路
な
ど
が
該
当
す
る
。
ま
た
、
築
造
後
に

道
路
管
理
者
に
引
き
継
が
れ
て
公
道
（
１

号
道
路
）
と
な
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。 

■
法
４
２
条
１
項
３
号
道
路 

建
築
基
準
法
施
行
時
お
よ
び
都
市
計

画
区
域
ま
た
は
準
都
市
計
画
区
域
に
指

定
さ
れ
る
以
前
か
ら
存
在
し
た
幅
員
４

ｍ
以
上
の
道
で
、
一
般
交
通
の
用
に
供
し

て
い
る
も
の
。
形
態
な
ど
に
つ
い
て
特
段

の
規
定
が
な
い
た
め
、
側
溝
や
舗
装
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な

い
。 

■
法
４
２
条
１
項
４
号
道
路 

 

道
路
法
、
都
市
計
画
法
、
土
地
区
画
整

理
法
、
都
市
再
開
発
法
、
新
都
市
基
盤
整

備
法
、
大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
お
よ

び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
ま
た
は
密
集
市
街
地
整
備
法

に
よ
る
新
設
ま
た
は
変
更
の
事
業
計
画

の
あ
る
道
路
で
、
２
年
以
内
に
そ
の
事
業

が
執
行
さ
れ
る
予
定
の
も
の
と
し
て
特

定
行
政
庁
が
指
定
し
た
道
路
。 

 

事
業
執
行
予
定
道
路
で
、
道
路
と
し
て

の
形
態
が
未
だ
整
っ
て
い
な
い
工
事
前

や
工
事
中
の
段
階
で
も
、
接
道
義
務
を
満

た
す
道
路
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
（
指
定
と

同
時
に
、
そ
の
計
画
道
路
内
に
あ
る
建
築

物
は
既
存
不
適
格
建
築
物
と
な
る
。
） 

■
法
４
２
条
１
項
５
号
道
路 

土
地
を
建
築
物
の
敷
地
と
し
て
利
用
す

る
た
め
、
建
築
基
準
法
令
等
で
定
め
る
基
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準
に
適
合
す
る
道
路
で
、
こ
れ
を
築
造
し

よ
う
と
す
る
者
が
特
定
行
政
庁
か
ら
、
そ

の
位
置
の
指
定
を
う
け
た
も
の
。
い
わ
ゆ

る
「
位
置
指
定
道
路
」
。 

 

位
置
指
定
道
路
は
原
則
と
し
て
、
両
端

が
他
の
道
路
に
接
続
し
て
い
る
必
要
が

あ
る
。
袋
路
状
道
路
の
場
合
に
は
、
他
の

道
路
に
接
す
る
ま
で
の
長
さ
が
３
５
ｍ

以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
図
―
１
参

照
）
。
但
し
、
幅
員
６
ｍ
以
上
の
場
合
は

３
５
ｍ
超
で
も
可
で
あ
る
。
ま
た
、
道
路

内
に
塀
な
ど
を
築
造
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
私
道
の
廃
止
や
変
更
も
制
限
さ
れ
る
。 

 

 
 
 
 
 

 

位
置
指
定
道
路
の
指
定
年
月
日
が
古

い
場
合
に
は
、
申
請
内
容
と
現
況
の
道
路

が
異
な
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
建
替
え
の

際
に
は
正
し
い
道
路
位
置
に
復
元
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
、
必
ず
道
路
台
帳
を
確

認
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

 

道
路
位
置
指
定
は
１
０
０
０
㎡
以
上

（
東
京
都
内
な
ど
で
は
５
０
０
㎡
以
上
）

の
土
地
で
行
う
道
路
の
築
造
は
開
発
行

為
に
当
た
る
た
め
、
そ
れ
未
満
の
面
積
の

土
地
で
築
造
さ
れ
る
道
路
で
、
こ
の
指
定

が
な
さ
れ
る
。 

■
法
４
２
条
２
項
道
路 

 

み
な
し
道
路
ま
た
は
２
項
道
路
と
よ

ば
れ
、
建
築
基
準
法
施
行
時
ま
た
は
都
市

計
画
区
域
編
入
時
に
既
に
道
と
し
て
使

用
さ
れ
、
そ
れ
に
沿
っ
て
建
築
物
が
建
ち

並
ん
で
い
る
幅
員
４
ｍ
未
満
の
道
で
特

定
行
政
庁
が
指
定
し
た
も
の
。 

 

都
市
計
画
区
域
内
や
準
都
市
計
画
区

域
内
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
原
則
、
建
築

基
準
法
上
の
道
路
（
原
則
、
幅
員
４
ｍ
以

上
）
に
２
ｍ
以
上
接
し
て
い
な
け
れ
ば
建

築
物
は
た
て
ら
れ
ま
せ
ん
（
法
４
３
条
１

項
）
。
た
だ
し
、
道
路
幅
員
が
４
ｍ
未
満

の
道
路
で
も
特
定
行
政
庁
が
指
定
し
た

も
の
（
建
築
基
準
法
４
２
条
２
項
道
路
）

に
つ
い
て
は
、
建
築
物
は
建
て
ら
れ
る
が
、

建築基準法上の道路の種別 

適用条項 

（法令種別） 

一般呼称 概要 道路幅員 

42条 1項 1号 １号道路 

（公道） 

道路法による道路（国道・都道府県道・区市町村道） ４ｍ以上 

42条 1項 2号 事業道路 

（開発道路） 

都市計画法・土地区画整理法などに基づく道路 ４ｍ以上 

42条 1項 3号 法前道路 

（既存道路） 

建築基準法施行時または都市計画区域に指定される以前

から存在した幅員４メートル以上の道路 

４ｍ以上 

42条 1項 4号 計画道路 事業執行が予定され特定行政庁が認めた道路 ４ｍ以上 

42条 1項 5号 位置指定道路 特定行政庁から位置の指定を受けた道路 ４ｍ以上 

42条 2項 ２項道路 

(みなし道路) 

建築基準法の適用及び都市計画区域に指定される以前か

ら存在した４ｍ未満の道路 

４ｍ未満 

42条 3項 ３項道路 土地の状況により４ｍ未満で指定された道 ４ｍ未満 

42条 4項 ４項道路 ６ｍ区域内の特定行政庁が認めた道 ６ｍ未満 

42条 5項 ５項道路 ６ｍ区域指定時に現存していた道で幅員４ｍ未満の道 ４ｍ未満 

42条 6項 ６項道路 建築審査会の同意を得た、幅員１．８ｍ未満の２項道路 ４ｍ未満 

 

図－１ 

図－２ 図－２ 

表－１ 
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道
路
中
心
線
か
ら
２
ｍ
後
退
し
た
線
が

道
路
と
敷
地
の
境
界
線
と
し
て
取
り
扱

わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
後
退
部
分
は
敷
地
面

積
に
算
入
で
き
ず
、
建
ぺ
い
率
や
容
積
率

の
計
算
を
行
う
こ
と
と
な
る
。
な
お
、
道

路
の
反
対
側
が
河
川
、
線
路
敷
等
の
場
合

に
は
、
道
路
反
対
側
か
ら
４
ｍ
の
線
が
境

界
線
に
な
る
（
図
―
２
参
照
）
。
ま
た
、

２
項
道
路
の
み
な
し
境
界
線
を
決
め
る

た
め
の
道
路
中
心
は
、
す
で
に
敷
地
の
反

対
側
が
後
退
整
備
さ
れ
て
い
る
場
合
な

 

ど
も
あ
り
、
必
ず
し
も
現
況
道
路
の
中
心

で
は
な
い
。
ど
の
位
置
を
中
心
線
と
す
べ

き
か
は
、
事
前
に
特
定
行
政
庁
に
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
セ
ッ
ト
バ
ッ

ク
し
た
部
分
に
は
、
法
適
用
以
前
か
ら
現

存
す
る
も
の
以
外
は
門
・
塀
も
建
築
で
き

な
い
（
法
４
４
条
）
。
な
お
、
現
在
み
な

し
境
界
線
か
ら
突
出
し
て
い
る
も
の
は
、

建
て
替
え
時
に
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
さ
せ
る
。

こ
う
し
た
後
退
部
分
へ
の
建
築
制
限
に

よ
っ
て
、
徐
々
に
４
ｍ
道
路
が
整
備
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。 

■
法
４
２
条
３
項
道
路 

 

土
地
の
状
況
に
よ
り
将
来
的
に
拡
張

困
難
な
２
項
道
路
の
境
界
線
の
位
置
を

中
心
線
か
ら
の
水
平
距
離
を
１
．
３
５
ｍ

以
上
、
２
ｍ
未
満
に
緩
和
を
し
た
も
の
。

た
だ
し
、
が
け
地
な
ど
は
２
．
７
ｍ
以
上

４
ｍ
未
満
と
す
る
。
特
定
行
政
庁
が
指
定

す
る
も
の
で
、
基
本
的
に
は
、
傾
斜
地
で

幅
員
を
確
保
で
き
な
い
場
合
や
、
市
街
地

化
の
整
っ
て
い
な
い
漁
村
な
ど
の
た
め

の
緩
和
措
置
で
あ
る
。
最
近
で
は
、
路
地

の
街
並
み
保
存
の
た
め
に
活
用
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
。 

■
法
４
２
条
４
項
道
路 

 

６
ｍ
区
域
内
に
あ
る
道
路
幅
員
６
ｍ

未
満
の
道
路
で
特
定
行
政
庁
が
認
め
た

道
で
、
次
の
１
～
３
号
の
一
つ
を
充
足
す

る
も
の
。 

一
・
周
囲
の
状
況
に
よ
り
避
難
及
び
通
行

の
安
全
上
支
障
が
な
い
と
認
め
ら

れ
る
道
。
（
４
ｍ
以
上
） 

二
・
地
区
計
画
等
に
定
め
ら
れ
た
道
の
配

置
及
び
規
模
又
は
そ
の
区
域
に
即

し
て
築
造
さ
れ
る
道
。（
４
ｍ
以
上
） 

三
・
６
ｍ
の
区
域
指
定
時
に
現
に
道
路
と

さ
れ
て
い
た
道
。 

■
法
４
２
条
５
項
道
路 

 

６
ｍ
区
域
指
定
時
に
現
に
存
在
し
て

い
た
道
（
４
項
三
号
）
で
、
幅
員
４
ｍ
未

満
の
道
は
指
定
時
に
境
界
線
と
み
な
さ

れ
て
い
た
線
を
境
界
線
と
す
る
。 

■
法
４
２
条
６
項
道
路 

 

特
定
行
政
庁
は
法
４
２
条
２
項
の
規

定
に
よ
り
幅
員
１
．
８
ｍ
未
満
の
道
を
指

定
す
る
場
合
又
は
第
３
項
の
規
定
に
よ

り
別
に
水
平
距
離
を
指
定
す
る
場
合
に

お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
建
築
審
査
会

の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

つ
ま
り
、
建
築
審
査
会
の
同
意
を
経
れ
ば

１
．
８
ｍ
未
満
で
も
２
項
道
路
に
な
る
と

い
う
こ
と
で
、
古
い
城
下
町
な
ど
で
、
民

家
が
両
側
に
建
て
込
ん
で
い
る
よ
う
な

と
こ
ろ
な
ど
が
あ
る
。 

 

■
法
６
８
条
の
７ 

１
項 

 

地
区
計
画
道
路
と
呼
ば
れ
、
道
の
配

置
・
規
模
が
定
め
ら
れ
た
地
区
計
画
等
の

区
域
内
に
お
い
て
、
予
定
道
路
に
指
定
さ

れ
た
も
の
。 

 

こ
れ
ま
で
に
記
述
し
た
法
令
が
、
概
の

建
築
基
準
法
に
お
け
る
道
路
で
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
道
路
と
敷
地
の
法
的
な
関

係
に
つ
い
て
幾
つ
か
紹
介
し
ま
す
。 

 

●
接
道
義
務 

 

都
市
計
画
区
域
内
や
準
都
市
計
画
区

域
内
に
建
築
物
を
建
築
す
る
場
合
、
そ
の

敷
地
は
法
４
２
条
に
定
め
る
道
路
（
表
―

１
参
照
）
に
２
ｍ
以
上
接
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
法
４
３
条
１
項
）
。

た
だ
し
、
自
動
車
の
み
の
交
通
の
用
に
供

す
る
道
路
お
よ
び
、
地
区
計
画
の
区
域
内

の
道
路
は
、
接
道
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
接
道
の
確
保
が
困
難
な
場
合
に
は
、

特
定
行
政
庁
が
交
通
上
、
安
全
上
、
防
火

上
及
び
衛
生
上
支
障
が
な
い
と
認
め
て

建
築
審
査
会
の
同
意
を
得
れ
ば
建
築
可

能
と
な
る
。 

 

た
と
え
ば
、
図
―
３
の
よ
う
な
水
路
に

か
か
る
橋
に
よ
っ
て
道
路
に
接
し
て
い

る
が
、
接
道
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
な
い

場
合
は
法
４
３
条
２
項
２
号
の
許
可
を図－３ 

図－２ 
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受
け
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
暗
渠
の
水

路
な
ど
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
農
道
や

港
湾
道
路
等
公
共
の
用
に
供
す
る
道
（
４

ｍ
以
上
）
も
法
４
３
条
２
項
２
号
の
許
可

を
必
要
と
す
る
。
た
だ
し
、
特
定
行
政
庁

に
よ
っ
て
は
許
可
不
要
で
接
道
と
認
め

る
場
合
も
あ
る
。 

 

 

ま
た
、
図
―
４
の
よ
う
に
路
地
状
部
分

だ
け
で
道
路
に
接
し
て
い
る
旗
竿
敷
地

に
つ
い
て
は
接
道
の
長
さ
や
路
地
上
部

分
の
長
さ
（
ａ
）
に
注
意
す
る
必
要
が
あ

り
、
条
例
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
例
が
多

い
。
東
京
都
安
全
条
例
な
ど
で
は
、
路
地

状
部
分
の
長
さ
が
２
０
ｍ
を
超
え
る
場

合
に
は
、
接
道
長
さ
は
３
ｍ
以
上
必
要
と

な
る
。
他
に
も
耐
火
・
準
耐
火
建
築
物
以

外
で
延
べ
面
積
２
０
０
㎡
超
の
場
合
に

は
＋
１
ｍ
必
要
、
路
地
状
部
分
の
幅
員
が

４
ｍ
未
満
の
場
合
は
階
数
が
３
以
上
の

建
物
は
不
可
、
共
同
住
宅
等
の
特
殊
建
築

物
は
原
則
と
し
て
建
築
で
き
な
い
な
ど

と
い
っ
た
厳
し
い
規
制
が
か
け
ら
れ
て

い
る
。 

 

 

●
私
道
の
注
意
事
項 

 

国
や
地
方
公
共
団
体
が
管
理
す
る
公

道
に
対
し
、
個
人
や
企
業
等
の
私
人
が
所

有
し
て
い
る
道
を
私
道
と
い
う
。
前
述
し

た
位
置
指
定
道
路
は
一
定
基
準
に
適
合

す
る
「
私
道
」
で
あ
る
。
ま
た
、
２
項
道

路
に
も
私
道
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
も

あ
る
。 

 

不
動
産
売
買
に
お
い
て
、
「
私
道
負
担

あ
り
」
と
か
「
私
道
負
担
〇
〇
㎡
」
と
い

う
表
示
が
あ
る
場
合
に
は
次
の
よ
う
な

注
意
が
必
要
と
な
る
。 

・
私
道
の
維
持
管
理
費
用
は
所
有
者
が
負

担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

・
私
道
部
分
は
敷
地
面
積
に
算
入
で
き
な

い
の
で
、
建
ぺ
い
率
や
容
積
率
の
計
算

を
行
う
際
に
は
、
そ
の
部
分
を
差
し
引

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

・
当
該
道
路
を
利
用
す
る
敷
地
の
所
有
者

と
道
路
の
所
有
者
が
異
な
る
場
合
に

は
、
も
め
ご
と
が
起
き
る
可
能
性
が
あ

る
。 

・
前
面
道
路
が
私
道
の
場
合
に
は
、
私
道

部
分
の
面
積
を
権
利
証
や
登
記
記
録

な
ど
で
確
認
す
る
ほ
か
、
変
更
・
廃
止

が
可
能
か
ど
う
か
、
負
担
金
や
利
用
制

限
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
も
確
認
が

必
要
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
敷
地
が
私
道
に
面
す
る

よ
う
な
場
合
に
は
、
土
地
の
購
入
や
新
築

な
ど
を
す
る
際
に
は
十
分
な
調
査
を
行

う
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。 

 

こ
こ
ま
で
建
築
基
準
法
上
の
道
路
の

種
類
と
関
連
す
る
ル
ー
ル
等
に
つ
い
て

幾
つ
か
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ほ

ん
の
一
部
で
す
。
他
に
も
道
路
に
よ
る
制

限
は
幾
つ
も
あ
り
ま
す
が
、
道
路
は
現
在

社
会
を
形
成
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
す
。
交
通
に
お
い
て
も
、
ガ
ス
・

上
下
水
道
・
電
気
・
通
信
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
お
い
て
も
、
通
風
・
採
光
等
の
環
境
衛

生
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
災
害
時
の
避
難

路
と
な
る
事
や
延
焼
防
止
な
ど
の
災
害

面
に
お
い
て
も
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
エ
ビ
デ
ン
ス
の
も

と
に
法
的
制
限
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

道
路
は
公
道
も
私
道
も
全
て
が
公
共
の
も

の
と
し
て
の
意
識
を
も
つ
こ
と
が
重
要

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

 

２
０
２
１
年
度
第
３
回
研
修
会
の
ご
案
内 

▽
日
時 

２
０
２
２
年
４
月
９
日
（
土
） 

 

 
 
 
 
 

13
時
00
分
～
15
時
10
分 

▽
場
所 

各
自
宅
等
（
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
） 

▽
講
演
内
容 

一
時
限 

「
鉄
骨
造
建
物
の
調
査
事
例
１
」 

 
 

レ
ポ
ー
タ
ー 

田
岡
照
良(

当
会
副
理
事
長) 

構
造
検
討 

原
田
久
義(

当
会
常
任
理
事) 

 
 
 
 

 

佐
藤
賢
典(

当
会
常
任
理
事) 

二
時
限 

「
鉄
骨
造
建
物
の
調
査
事
例
２
」 

レ
ポ
ー
タ
ー 

大
川
照
夫(

当
会
理
事
長) 

▽
参
加
費 

会
員
３
千
円 

▽
主
催
・
問
合
せ 

建
築
Ｇ
メ
ン
の
会 

℡
（
０
３
・
６
８
０
５
・
３
７
４
１
） 

 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

図－４ 
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□
2022
年
度
総
会
日
程
の
お
知
ら
せ  

2022
年
度
総
会
は
５
月
21
日
（
土
）
に
開
催

予
定
で
す
。
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

～～
編編
集集
後後
記記
～～  

今
月
の
「
楔
」
の
編
集
中
３
月
16
日
の

深
夜
に
福
島
県
沖
を
震
源
地
と
し
て
、
宮

城
県
と
福
島
県
で
震
度
６
強
を
観
測
す

る
地
震
が
あ
っ
た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は

7.4
と
推
測
さ
れ
、
２
０
０
人
以
上
が
け
が

を
し
て
死
者
も
で
た
。
新
幹
線
の
脱
線
や

停
電
、
断
水
も
報
告
さ
れ
た
。
東
京
で
も

震
度
４
を
観
測
し
、
地
震
の
影
響
で
一
部

で
の
停
電
も
起
こ
り
ま
し
た
。
こ
の
地
域

を
震
源
と
す
る
地
震
は
昨
年
の
２
月
に

も
発
生
し
て
い
る
が
、
や
は
り
11
年
前
の

３
月
11

日
の
東
日
本
大
震
災
を
思
い
起

こ
し
ま
す
。
私
は
東
京
新
宿
の
事
務
所
に

お
り
ま
し
た
が
、
地
下
の
事
務
所
で
さ
え
、

今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
激
し

い
揺
れ
を
感
じ
ま
し
た
。
急
い
で
外
に
出

る
と
、
周
り
の
ビ
ル
の
見
た
こ
と
の
な
い

大
き
な
揺
れ
を
目
撃
し
、
そ
の
あ
と
Ｔ
Ｖ

で
東
北
地
方
を
中
心
と
し
た
地
震
で
あ

る
こ
と
を
知
り
、
映
像
に
映
る
津
波
の
す

ご
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
足
早
に
自
宅
に
帰
ろ
う
と
し
て
も
、

全
て
の
電
車
は
運
休
し
、
道
路
は
大
渋
滞

で
動
か
ず
、
３
時
間
余
り
を
か
け
徒
歩
で

自
宅
に
帰
り
着
く
と
、
部
屋
の
中
は
ピ
ア

ノ
が
倒
れ
、
食
器
棚
や
書
棚
が
倒
れ
、
中

の
物
が
飛
び
出
し
て
足
の
踏
み
場
も
な

い
悲
惨
な
状
態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
の
後
の
東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
事
故
の
惨
状
を
も
思
い
浮
か
べ
ま
す
。

多
く
の
死
者
、
行
方
不
明
者
、
負
傷
者
、

そ
し
て
い
ま
だ
に
家
に
戻
れ
な
い
被
災

者
を
生
み
出
し
た
。
こ
の
事
態
が
、
今
の

コ
ロ
ナ
過
で
あ
っ
た
ら
と
思
う
と
、
想
像

す
る
だ
け
で
恐
怖
を
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、

今
後
も
、
首
都
直
下
型
地
震
や
南
海
ト
ラ

フ
地
震
な
ど
の
巨
大
地
震
が
い
つ
発
生

し
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に

対
応
す
べ
く
国
も
地
方
自
治
体
も
様
々

な
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
行
政
だ
け

で
は
限
界
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
に
、
民
間
の
力
が
加
わ
ら

な
け
れ
ば
そ
の
成
果
は
半
減
し
ま
す
。
民

間
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
防
災
対
策

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
例
と
し
て
、

東
京
都
は
震
災
時
に
避
難
や
救
急
、
消
火

活
動
、
緊
急
物
資
輸
送
の
大
動
脈
と
な
る

幹
線
道
路
を
特
定
・
一
般
緊
急
輸
送
道
路

と
し
て
指
定
を
行
い
、
建
物
の
倒
壊
に
よ

る
道
路
閉
塞
を
防
止
す
る
た
め
に
沿
線

建
物
の
耐
震
化
を
推
進
し
、
そ
の
為
の
助

成
制
度
等
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
沿
線
の

建
物
の
多
く
は
民
間
の
も
の
で
す
か
ら
、

民
間
の
協
力
な
し
で
は
こ
の
計
画
は
不

可
能
で
す
。
災
害
時
の
道
路
の
確
保
は
大

変
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。
今
回
テ
ー

マ
に
し
た
建
築
基
準
法
上
の
道
路
も
災

害
時
に
は
重
要
な
役
割
を
果
た
す
は
ず

で
す
。
や
は
り
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
自

覚
を
も
っ
て
公
共
の
た
め
に
協
力
し
合

う
こ
と
が
少
し
で
も
被
害
を
少
な
く
す

る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 

（
Ｈ
・
Ｋ
） 

 

 

  
□
実
例
欠
陥
建
築
集
・
木
造
編 

次
ペ
ー
ジ
に
、
当
会
の
１０
周
年
記
念
事
業

と
し
て
作
成
し
た
「
実
例
欠
陥
建
築
集
・

木
造
編
」
の
一
部
を
、
掲
載
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
順
次
掲
載
い
た
し
ま
す
（
紙
面
の

都
合
に
よ
る
不
定
期
掲
載
）
。 
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